
定期的なMIBデータの収集および転送の
設定

このマニュアルでは、選択されたMIBデータをルータから指定されたネットワーク管理シス
テム（NMS）に定期的に転送する方法について説明します。定期的なMIBデータ収集と転送
機能は、バルク統計情報とも呼ばれます。

•定期的なMIBデータの収集および転送の前提条件（1ページ）
•定期的なMIBデータの収集および転送に関する情報（1ページ）
•定期的なMIBデータの収集および転送の設定方法（3ページ）
•定期的なMIBデータの収集および転送：例（10ページ）

定期的なMIBデータの収集および転送の前提条件
定期的なMIBデータ収集と転送を使用するには、管理情報の簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）モデルに精通している必要があります。また、ネットワークデバイスでモニタす
るMIB情報や、モニタ対象であるMIBオブジェクトのOIDまたはオブジェクト名を知ってい
る必要があります。

定期的なMIBデータの収集および転送に関する情報

SNMPのオブジェクトとインスタンス
SNMP管理情報のタイプ（またはクラス）をオブジェクトと呼びます。管理情報のタイプの特
定のインスタンスをオブジェクトインスタンス（または SNMP変数）と呼びます。バルク統
計情報収集を設定するには、バルク統計情報オブジェクトリストを使用してモニタするオブ

ジェクトタイプと、バルク統計情報スキーマを使用して収集するオブジェクトの特定のインス

タンスを指定する必要があります。

オブジェクト識別子（OID）と呼ばれる一連の番号を使用すると、MIB、MIBテーブル、MIB
オブジェクト、オブジェクトのインデックスをすべて指定できます。OIDは、バルク統計情報
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オブジェクトリスト（一般的なオブジェクト用）とバルク統計情報スキーマ（特定のオブジェ

クトインスタンス用）の両方のバルク統計情報収集の設定に使用されます。

バルク統計情報オブジェクトリスト

ポーリング対象のMIBオブジェクトをグループ化するには、1つまたは複数のオブジェクト
リストを作成する必要があります。バルク統計情報オブジェクトリストは、同じMIBインデッ
クスを共有する、ユーザ指定のMIBオブジェクトのセットです。オブジェクトリストは、指
定した名前によって識別されます。名前付きのバルク統計情報オブジェクトリストを使用する

と、異なるバルク統計情報スキーマで同じ設定を再利用できます。

オブジェクトリストのオブジェクトはすべて、同じMIBインデックスを共有する必要があり
ます。ただし、オブジェクトが同じMIB内に存在したり、同じMIBテーブルに属する必要は
ありません。たとえば、ifInOctetsとCISCO-IF-EXTENSION-MIBオブジェクトを同じスキーマ
でグループ化することが可能です。これは、両方のオブジェクトに対して含まれているテーブ

ルが ifIndexによって指標付けされるためです。

バルク統計情報スキーマ

定期的なMIBデータの収集および転送のメカニズムに対するデータの選択には、次の情報を
含むスキーマの定義が必要です。

•オブジェクトリストの名前。

•指定されたオブジェクトリスト内で取得する必要があるオブジェクトのインスタンス（ワ
イルドカードを使用して定義された特定のインスタンスまたは一連のインスタンス）。

•指定したインスタンスに対して必要なサンプリングの頻度（ポーリング間隔）。デフォル
トのポーリング間隔は 5分です。

バルク統計情報スキーマも、指定した名前によって識別されます。この名前は、転送オプショ

ンを設定する際に使用されます。

バルク統計情報転送オプション

収集するデータを設定した後、収集した全データを使用して単一の仮想ファイル（VFileまた
はバルク統計情報ファイル）が作成されます。このファイルは、FTPまたは TFTPを使用して
ネットワーク管理ステーションに転送できます。このファイルの転送頻度を指定できます。デ

フォルトの転送間隔は、30分に1回です。何らかの理由でプライマリネットワーク管理ステー
ションに転送できない場合に使用されるセカンダリ宛先を設定することもできます。

転送間隔の値は、ローカルのバルク統計情報ファイルの収集期間（収集間隔）でもあります。

収集期間が終了すると、そのバルク統計情報ファイルは凍結し、データを格納するためにロー

カルのバルク統計情報ファイルが新たに作成されます。その後、凍結したバルク統計情報ファ

イルは指定した宛先に転送されます。
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デフォルトでは、ローカルのバルク統計情報ファイルは、ネットワーク管理ステーションに正

常に転送された後に削除されます。

定期的なMIBデータの収集および転送の利点
定期的なMIBデータの収集および転送（バルク統計情報機能）では、バルクファイルMIB
（CISCO-BULK-FILE-MIB.my）と同じ機能の多くを使用できますが、重要な利点がいくつかあ
ります。主な利点は、この機能が CLIを使用して設定でき、外部のモニタリングアプリケー
ションが不要なことです。

定期的なMIBデータの収集および転送では、バルク統計情報ファイルの保存は主に（揮発性
または永続的な）ローカルストレージが十分にある中規模からハイエンドのプラットフォーム

をターゲットとしています。バルク統計情報ファイルをローカルに保存すると、一時的なネッ

トワーク停止時にデータ損失を最小限に抑えられます。

この機能にはバルクファイルMIBよりも強力なデータ選択機能があるため、異なるテーブル
のMIBオブジェクトをデータグループ（オブジェクトリスト）にグループ化することも可能
です。また、この機能はより柔軟性のあるインスタンス選択メカニズムを備えています。この

メカニズムでは、アプリケーションはMIBテーブル全体を取得するように制限されていませ
ん。

定期的なMIBデータの収集および転送の設定方法

バルク統計情報オブジェクトリストの設定

定期的なMIBデータの収集および転送のメカニズムを設定する場合の最初の手順は、1つまた
は複数のオブジェクトリストを設定することです。

手順

目的コマンドまたはアクション

configureステップ 1

SNMPバルク統計情報オブジェクトリ
ストを定義し、バルク統計情報オブジェ

snmp-server mib bulkstat object-list
list-name

例：

ステップ 2

クトリストコンフィギュレーション

モードを開始します。snmp-server mib bulkstat object-list
ifMib

MIBオブジェクトをバルク統計情報オ
ブジェクトリストに追加します。モニ

add {oid | object-name}

例：

ステップ 3

タ対象の全オブジェクトがこのリストに

RP/0/RP0/cpu 0: 追加されるまで、必要に応じて繰り返し

ます。router(config-bulk-objects)# add
1.3.6.1.2.1.2.2.1.11

定期的なMIBデータの収集および転送の設定
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目的コマンドまたはアクション

RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-objects)# add

バルク統計情報オブジェクト

リスト内のオブジェクトはす

べて、同じMIBインデックス
によって指標付けされる必要

があります。ただし、オブ

ジェクトリスト内のオブジェ

クトが同じMIBまたはMIB
テーブルに属する必要はあり

ません。

OIDではなくオブジェクト名
を指定すると（addコマンドを
使用）、show snmpmib object
コマンドの出力で示される

マッピングのあるオブジェク

ト名だけを使用できます。

（注）

ifAdminStatus
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-objects)# add
ifDescr

commitステップ 4

バルク統計情報スキーマの設定

定期的なMIBデータの収集および転送を設定する場合の 2つめの手順は、1つまたは複数のス
キーマを設定することです。

始める前に

スキーマで使用されるバルク統計情報オブジェクトリストを定義する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

configureステップ 1

バルク統計情報スキーマを指定し、バル

ク統計情報スキーマモードを開始しま

す。

snmp-server mib bulkstat schema
schema-name

例：

ステップ 2

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#
snmp-server mib
bulkstat schema intE0
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#

このスキーマに含めるバルク統計情報オ

ブジェクトリストを指定します。スキー

object-list list-name

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

マごとにオブジェクトリストを 1つだ
け指定してください。複数の object-list

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#
object-list
ifMib

コマンドが実行されると、より新しいコ

マンドによって先行のコマンドが上書き

されます。

このスキーマにおけるオブジェクトのイ

ンスタンス情報を指定します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4

• instance exact { interface interface-id
[sub-if] | oid oid} • instance exactコマンドは、指定さ

れたインスタンスが完全な OIDで• instance wild { interface interface-id
[sub-if] | oid oid} あることを示しています（オブジェ

• instance range start oid end oid
クトリストに追加されている場

合）。
• instance repetition oid max
repeat-number

• instancewildコマンドは、指定した
OIDのすべてのサブインデックスが

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#
instance
wild oid 1

このスキーマに属することを示して

います。wildキーワードを使用する
と、部分的に「ワイルドカードを使または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#
instance
exact interface TenGigE 0/1.25

用した」インスタンスを指定できま

す。

• instance rangeコマンドは、データ
を収集するインスタンスの範囲を示

します。

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#
instance
range start 1 end 2 • instance repetitionコマンドは、MIB

オブジェクトの特定の数のインスタまたは

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#
instance
repetition 1 max 4

ンスに対して繰り返すデータ収集を

示します。

1つのスキーマに設定できる
instanceコマンドは1つだけで
す。複数の instanceコマンド
が実行されると、新しいコマ

ンドによって先行のコマンド

が上書きされます。

（注）

このスキーマで指定されたオブジェクト

インスタンスからデータを収集する頻度

poll-interval minutes

例：

ステップ 5

を分単位で設定します。デフォルトは、
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-bulk-sc)#
poll-interval 10 5分に 1回です。有効範囲は 1～ 20000

です。

commitステップ 6
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バルク統計情報転送オプションの設定

定期的なMIBデータの収集および転送を設定する最後の手順は、転送オプションを設定する
ことです。収集されたMIBデータは、VFile（仮想ファイル。このマニュアル内ではバルク統
計情報ファイルとも呼ばれている）と呼ばれるローカルファイルのようなエンティティに格納

されます。このファイルは、ユーザが指定した間隔でリモートのネットワーク管理ステーショ

ンに転送できます。

始める前に

バルク統計情報オブジェクトリストとバルク統計情報スキーマは、バルク統計情報転送オプ

ションを設定する前に定義する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

configureステップ 1

転送設定を名前（transfer-id引数）で識
別し、バルク統計情報転送コンフィ

ギュレーションモードを開始します。

snmp-server mib bulkstat transfer-id
transfer-id

例：

ステップ 2

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#
snmp-server mib
bulkstat transfer bulkstat1

（任意）バルク統計情報データファイ

ルの最大サイズをバイト単位で指定し

buffer-size bytes

例：

ステップ 3

ます。有効範囲は 1024～ 2147483647
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# buffersize
3072

バイトです。デフォルトのバッファサ

イズは 2048バイトです。

転送間隔時間が切れる前に、

バルク統計情報ファイルの最

大バッファサイズに到達した

場合、追加で受信したすべて

のデータが削除されます。こ

の動作を修正するために、

ポーリング頻度を減らした

り、バルク統計情報バッファ

のサイズを増やせます。

（注）

（任意）バルク統計情報データファイ

ル（VFile）の形式を指定します。デ
フォルトは schemaASCIIです。

例：ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

転送を実行できるのは、
schemaASCII
（cdcSchemaASCII）形式を使
用した場合に限ります。

SchemaASCIIは、データ値を
解析するためのパーサーフレ

ンドリなヒントを含むヒト可

読形式です。

（注）

転送するバルク統計情報スキーマを指

定します。必要に応じて、このコマン

schema schema-name

例：

ステップ 5

ドを繰り返します。複数のスキーマを

RP/0/RP0/cpu 0: 単一の転送設定に関連付けることがで

きます。収集された全データが単一のrouter(config-bulk-tr)# schema TenGigE
0/11/0/0

バルクデータファイル（VFile）に保
存されます。

RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# schema
TenGigE/0-CAR
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# schema TenGigE
0/11/0/0

（任意）バルク統計情報ファイルの転

送頻度を分単位で指定します。デフォ

transfer-interval minutes

例：

ステップ 6

ルト値は、30分に 1回です。転送間隔
は、収集間隔と同じです。

RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)#
transfer-interval 20

バルク統計情報データファイルを転送

するネットワーク管理システム（ホス

url primary url

例：

ステップ 7

ト）と転送に使用するプロトコルを指
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# url primary
ftp://user:password@host/folder/bulkstat1

定します。この宛先は、ユニフォーム

リソースロケータ（URL）として指定
されます。FTPまたは TFTPは、バル
ク統計情報ファイルの転送に使用でき

ます。

（任意）プライマリロケーションファ

イルへの転送イベントで使用する、

url secondary url

例：

ステップ 8

バックアップの転送先とプロトコルを
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# url secondary 指定します。FTPまたは TFTPは、バ

ルク統計情報ファイルの転送に使用で

きます。
tftp://10.1.0.1/tftpboot/user/bulkstat1

（任意）送信の再試行回数を指定しま

す。デフォルト値は 0（つまり、再試
retry number

例：

ステップ 9

行しない）です。バルク統計情報ファ

定期的なMIBデータの収集および転送の設定
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目的コマンドまたはアクション

RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# retry 1

イルを送信しようとして失敗した場合

に、このコマンドを使用してファイル

の再送信を試みるように設定できま

す。

1回の再試行に含まれるのは、まず 1
番目の宛先に試行され、転送に失敗す

ると、次に 2番目の場所に試行される
動作です。たとえば、再試行値が 1の
場合、まずプライマリURLに試行され
た後でセカンダリURLに、そして再び
プライマリURLへの後で再びセカンダ
リURLに試行されます。有効範囲は 0
～ 100です。

すべての再試行に失敗すると、次の通

常の転送は、設定された転送間隔の時

間が経過した後に実行されます。

（任意）収集間隔と転送試行の設定が

完了したら、バルク統計情報ファイル

retain minutes

例：

ステップ 10

をシステムメモリに保存する期間を分
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# retain 60 単位で指定します。デフォルト値は 0

です。ゼロ（0）は、転送が試行された
直後にファイルが削除されることを示

します。有効範囲は 0～ 20000です。

retryコマンドを使用する場
合、保持間隔を 0よりも大き
く設定する必要があります。

再試行の間隔は、保持間隔を

再試行回数で割ったもので

す。たとえば、retain 10およ
び retry 2が設定されている
場合は、2回の再試行が 5分
ごとに 1回試行されます。し
たがって、retain0に設定した
場合、再試行は行われませ

ん。

（注）

この設定でバルク統計情報のデータ収

集と転送のプロセスを開始します。

enable

例：

ステップ 11

•このアクションを正常に実行させ
るには、オブジェクト数が 0以外

RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# enable

定期的なMIBデータの収集および転送の設定
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目的コマンドまたはアクション

のスキーマを最低 1つは設定する
必要があります。

•定期的なデータ収集とファイル転
送が開始されるのは、このコマン

ドが設定されている場合だけで

す。逆に、noenableコマンドが設
定されていると、収集プロセスが

停止します。後続の enableでは、
動作が再び開始されます。

• enableコマンドを使用して収集プ
ロセスが開始されるたびに、新し

いバルク統計情報ファイルにデー

タが収集されます。noenableコマ
ンドを使用すると、収集したデー

タの転送プロセスがただちに開始

されます（つまり、既存のバルク

統計情報ファイルが指定した管理

ステーションに転送されます）。

転送間隔時間が切れる前に、バルク統

計情報ファイルの最大バッファサイズ

commit minutes

例：

ステップ 12

に到達した場合でも、転送動作は開始
RP/0/RP0/cpu 0:
router(config-bulk-tr)# retain 60 されますが、ファイルがいっぱいに

なった後で受信したバルク統計情報の

データで転送される前のものは削除さ

れます。この動作を修正するために、

ポーリング頻度を減らしたり、バルク

統計情報バッファのサイズを増やせま

す。

retain0に設定した場合、再試行は行わ
れません。これは、再試行の間隔が

retainの値を retryの値で割ったもので
あるためです。たとえば、retain 10お
よび retry 2が設定されている場合は、
再試行が 5分ごとに 1回行われます。
したがって、retryコマンドを設定した
場合、retainコマンドにも適切な値を設
定する必要があります。

定期的なMIBデータの収集および転送の設定
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定期的なMIBデータの収集および転送：例
次に、定期的なMIBデータ収集および転送を設定する例を示します。

snmp-server mib bulkstat object-list cempo
add cempMemPoolName
add cempMemPoolType
!
snmp-server mib bulkstat schema cempWild
object-list cempo
instance wild oid 8695772
poll-interval 1
!
snmp-server mib bulkstat schema cempRepeat
object-list cempo
instance repetition 8695772.1 max 4294967295
poll-interval 1
!
snmp-server mib bulkstat transfer-id cempt1
enable
url primary tftp://223.255.254.254/auto/tftp-sjc-users3/username/dumpdcm
schema cempWild
schema cempRepeat
transfer-interval 2
!

次に、バルク統計情報ファイルの内容の例を示します。

Schema-def cempt1.cempWild "%u, %s, %s, %d" Epochtime instanceoid
1.3.6.1.4.1.9.9.221.1.1.1.1.3 1.3.6.1.4.1.9.9.221.1.1.1.1.2

cempt1.cempWild: 1339491515, 8695772.1, processor, 2
cempt1.cempWild: 1339491515, 8695772.2, reserved, 11
cempt1.cempWild: 1339491515, 8695772.3, image, 12
cempt1.cempWild: 1339491575, 8695772.1, processor, 2
cempt1.cempWild: 1339491575, 8695772.2, reserved, 11
cempt1.cempWild: 1339491575, 8695772.3, image, 12
Schema-def cempt1.cempRepeat "%u, %s, %s, %d" Epochtime instanceoid

1.3.6.1.4.1.9.9.221.1.1.1.1.3 1.3.6.1.4.1.9.9.221.1.1.1.1.2
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 8695772.1, processor, 2
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 8695772.2, reserved, 11
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 8695772.3, image, 12
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 26932192.1, processor, 2
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 26932192.2, reserved, 11
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 26932192.3, image, 12
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 35271015.1, processor, 2
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 35271015.2, reserved, 11
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 35271015.3, image, 12
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 36631989.1, processor, 2
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 36631989.2, reserved, 11
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 36631989.3, image, 12
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 52690955.1, processor, 2
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 52690955.2, reserved, 11
cempt1.cempRepeat: 1339491515, 52690955.3, image, 12
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